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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 2月 7日 (2006.2.7)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 【 請 求 項 ６ 】 　 前 記 駆 動 回 路 （ ２ ０ ） が 、
　 電 源 線 （ ２ ５ ） に 一 方 主 電 極 が 接 続 さ れ た 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ ２ １ ） と 、
　 前 記 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ ２ １ ） の 他 方 主 電 極 に 一 端 が 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ ス イ ッ チ
ン グ 素 子 （ ３ ０ ） の 前 記 制 御 電 極 に 他 端 が 接 続 さ れ た 第 １ 出 力 抵 抗 素 子 （ ２ ２ ） と 、
　 前 記 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ ３ ０ ） の 前 記 制 御 電 極 に 一 方 主 電 極 が 接 続 さ れ 、

前 記 第 ２ ス イ ッ チ ン グ
素 子 （ ２ １ ） の 制 御 電 極 に 制 御 電 極 が 接 続 さ れ た 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ ２ ４ ） と 、 を 備
え る 、 請 求 の 範 囲 第 ４ 項 記 載 の 突 入 電 流 制 限 回 路 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 発 明 に か か る 第 ６ 局 面 の 装 置 で は 、 第 ４ 局 面 の 突 入 電 流 制 限 回 路 に お い て 、 前 記 駆
動 回 路 が 、 電 源 線 に 一 方 主 電 極 が 接 続 さ れ た 第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、 前 記 第 ２ ス イ ッ チ
ン グ 素 子 の 他 方 主 電 極 に 一 端 が 接 続 さ れ 、 前 記 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 前 記 制 御 電 極 に 他
端 が 接 続 さ れ た 第 １ 出 力 抵 抗 素 子 と 、 前 記 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 前 記 制 御 電 極 に 一 方 主
電 極 が 接 続 さ れ 、 前 記
第 ２ ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 制 御 電 極 に 制 御 電 極 が 接 続 さ れ た 第 ３ ス イ ッ チ ン グ 素 子 と 、 を 備
え る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】

前 記 第 １
ス イ ッ チ ン グ 素 子 （ ３ ０ ） の 他 方 主 電 極 に 他 方 主 電 極 が 接 続 さ れ 、

前 記 第 １ ス イ ッ チ ン グ 素 子 の 他 方 主 電 極 に 他 方 主 電 極 が 接 続 さ れ 、



【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ゲ ー ト － エ ミ ッ タ 容 量 Ｃ G E の 充 電 は 、 時 刻 Ｔ １ ま で 定 常 的 に 継 続 す る 。 時 刻 Ｔ １ で は 、
ゲ ー ト － コ レ ク タ 容 量 Ｃ G C の 充 電 が 開 始 さ れ 、 そ の 結 果 、 ゲ ー ト － エ ミ ッ タ 間 電 圧 Ｖ G E は
一 定 の 電 圧 （ す な わ ち 、 ミ ラ ー 電 圧 {Miller voltage}） Ｖ ｍ に と ど ま る 。 コ レ ク タ 電 流 Ｉ

C H G は 、 ゲ ー ト － エ ミ ッ タ 間 電 圧 Ｖ G E の 上 昇 に と も な っ て 増 加 し 、 時 刻 Ｔ １ で そ の 最 大 値
に 達 す る 。

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 5. 実 施 の 形 態 ５
　 図 １ ２ は 、 実 施 の 形 態 ５ の 電 力 変 換 装 置 の 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。 こ の 電 力 変 換 装 置
４ ０ ２ は 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ３ ０ と し て Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ が 用 い ら れ て い る 点 に お い て 、
実 施 の 形 態 １ の 電 力 変 換 装 置 ４ ０ １ と は 特 徴 的 に 異 な っ て い る 。 ス イ ッ チ ン グ 素 子 ３ ０ と
し て 、 電 荷 駆 動 型 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 が 一 般 に 利 用 可 能 で あ る 。 電 力 変 換 装 置 ４ ０ １ に お
け る Ｉ Ｇ Ｂ Ｔ 、 お よ び 電 力 変 換 装 置 ４ ０ ２ に お け る Ｍ Ｏ Ｓ Ｆ Ｅ Ｔ は 、 広 く 用 い ら れ て お り
、 様 々 な 定 格 の も の が 入 手 可 能 で あ る と い う 利 点 が あ る 。

(2) JP 2004-515196 A5 2006.3.30

Ｉ c h g 1

４ ０


	header
	written-amendment

